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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
も
い

よ
い
よ
あ
と
わ
ず
か
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
紙
上
遍
路
の

今
年
の
か
わ
ら
版
。
で
は
出
発
。

★
空
也
谷

   

四
十
八
番
か
ら
約
三
・
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
四
十
九
番
は
西
林
山
（
さ
い
り

ん
ざ
ん
）
浄
土
寺
。
四
十
八
番
の
寺
号

は
西
林
寺
、
四
十
九
番
の
山
号
は
西
林

山
。
紛
ら
わ
し
い
で
す
ね
。

   

浄
土
寺
は
空
也
上
人
が
三
年
間
逗
留

し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

上
人
が
こ
の
地
を
去
る
に
当
た
り
、
離

別
を
惜
し
む
村
人
に
懇
願
さ
れ
、
そ
の

姿
を
と
ど
め
る
た
め
に
自
ら
彫
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
木
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

   

口
か
ら
出
た
念
仏
が
阿
弥
陀
化
仏
（
け

ぶ
つ
）
に
な
っ
て
連
な
る
印
象
深
い
木

像
。
き
っ
と
写
真
で
見
た
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

   

空
也
谷
と
い
う
地
名
は
、
村
人
が
上

人
を
慕
っ
て
つ
け
た
地
名
で
す
。

★
一
遍
上
人
浄
土
三
部
経

   

空
也
谷
か
ら
八
幡
神
社
の
前
を
通
り
、

な
だ
ら
か
な
坂
を
登
る
と
五
十
番
、
東

山
繁
多
寺
（
は
ん
た
じ
）
の
山
門
が
見

え
て
き
ま
す
。
四
十
九
番
か
ら
約
二
・

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

   
松
山
城
、
松
山
市
街
、
瀬
戸
内
海
を

一
望
で
き
る
高
台
に
あ
り
、
風
情
の
あ

る
境
内
。
周
辺
は
景
観
樹
林
保
護
地
区

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

一
遍
上
人
が
逗
留
し
て
修
行
し
、
浄

土
三
部
経
を
奉
納
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

   

天
皇
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
京
都
の
泉

涌
寺
（
せ
ん
に
ゅ
う
じ
）
と
関
係
が
深

く
、
第
七
世
住
職
は
後
小
松
天
皇
の
勅

命
で
着
任
し
た
泉
涌
寺
第
二
十
六
世
、
快

翁
和
尚
。

   

江
戸
時
代
に
は
徳
川
家
の
帰
依
も
受

け
、
四
代
将
軍
家
綱
が
自
身
の
念
持
仏

と
し
て
い
た
歓
喜
天
を
祀
り
ま
し
た
。

★
右
衛
門
三
郎
（
え
も
ん
さ
ぶ
ろ
う
）

再
来

   

五
十
番
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
道

中
行
く
手
の
山
裾
に
見
え
る
三
重
塔
が

五
十
一
番
、
熊
野
山
石
手
寺
（
い
し
て

じ
）
で
す
。

   

門
前
に
着
く
と
、
「
洗
い
石
」
と
呼

ば
れ
る
石
橋
。
別
名
「
渡
ら
ず
の
橋
」
。

お
大
師
様
が
渡
っ
た
橋
の
裏
面
に
は
経

文
が
刻
ん
で
あ
り
、
お
遍
路
さ
ん
は
渡

っ
て
は
い
け
な
い
そ
う
で
す
。

   

道
後
湯
築
（
ゆ
づ
き
）
城
主
の
河
野

息
利
の
子
は
生
後
三
年
経
っ
て
も
左
手

が
開
き
ま
せ
ん
。
安
養
寺
の
住
職
が
祈

祷
す
る
と
、
や
っ
と
開
い
た
手
の
中
に

「
右
衛
門
三
郎
再
来
」
と
記
さ
れ
た
小

石
。
右
衛
門
三
郎
は
ご
存
じ
、
四
国
遍

路
の
元
祖
で
す
。

   

こ
の
子
は
右
衛
門
三
郎
の
生
ま
れ
か

わ
り
と
言
わ
れ
、
安
養
寺
は
石
手
寺
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

   

道
後
温
泉
の
湯
治
客
も
混
じ
る
境
内

は
賑
わ
い
、
門
前
茶
店
の
草
餅
は
お
遍

路
さ
ん
に
人
気
。
縁
起
物
の
寺
の
投
げ

米
を
引
い
て
焼
い
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

★
一
夜
建
立
の
御
堂

   

五
十
一
番
か
ら
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
道
後
温
泉
街
、
松
山
城
下
を
抜
け

た
先
に
あ
る
の
が
五
十
二
番
、
瀧
雲
山

（
り
ゅ
う
う
ん
ざ
ん
）
太
山
寺
（
た
い

さ
ん
じ
）
。

   

開
基
は
真
野
長
者
。
沖
合
の
海
で
暴

風
雨
に
遭
っ
た
長
者
が
信
仰
し
て
い
た

十
一
面
観
音
に
無
事
を
祈
願
。

   

難
を
逃
れ
た
長
者
は
、
報
恩
の
た
め

に
一
夜
で
本
堂
を
建
立
。
「
一
夜
建
立

の
御
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

★
空
也
上
人
像

   

松
山
市
内
の
札
所
は
あ
と
ひ
と
つ
。

区
切
り
が
い
い
の
で
足
を
延
ば
し
ま
し

ょ
う
。

   

五
十
二
番
か
ら
約
二
・
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
五
十
三
番
は
須
賀
山
円
明
寺
（
え

ん
み
ょ
う
じ
）
。

   

大
正
三
年
、
四
国
遍
路
を
し
て
い
た

日
本
研
究
家
の
シ
カ
ゴ
大
学
ス
タ
ー
ル

博
士
が
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
厨
子

に
打
ち
つ
け
て
あ
っ
た
四
国
遍
路
最
古

（
一
六
五
〇
年
）
の
銅
板
納
札
を
発
見
。

   

奉
納
者
は
京
都
蓮
華
寺
の
再
興
者
、
平

人
家
次
（
へ
い
に
ん
い
え
つ
ぐ
）
。
銅

板
と
し
て
は
最
古
の
う
え
、
初
め
て
「
遍

路
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
空
也
上
人
像

   

さ
て
、
年
明
け
か
ら
今
治
市
に
入
り

ま
す
。
残
す
は
三
十
五
ヶ
寺
。
来
年
も

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
良
い

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

四十九番 西林山浄土寺

五十一番 熊野山石手寺

五十二番 瀧雲山太山寺

五十三番 須賀山円明寺

高知県高知県

愛媛県愛媛県

愛媛県松山市愛媛県松山市

52 5351
50
49

五十番 東山繁多寺


